
 

 

地熱資源開発に係る温泉・地下水影響検討会について 

 

■検討会の目的 

・昨年度の規制・制度改革の閣議決定において「温泉法における掘削許可の判断基準の考

え方を策定し、ガイドラインとして運用するよう通知する」とされたことを受けたもの。 

・温泉の井戸の掘削は、都道府県知事による許可行為であるが、環境省では中央環境審議

会温泉小委員会での審議を踏まえ、平成 21 年度に「温泉資源の保護に関するガイドラ

イン」の策定によって温泉資源の適正な保護を図るための判断基準を示し、都道府県に

対して通知を行っている。しかし本ガイドラインは、当時は地熱開発における坑井掘削

について言及することが困難であったため、主として温泉入浴用や飲用目的の井戸の掘

削を対象としたものであった。 

・そこで、計 5 回の検討会の開催により、ガイドラインに盛り込むべき地熱井掘削時の具

体的な判断基準の基本的考え方を整理することを目的としている。 

 

■検討会委員                             （敬称略） 

氏名 所属・役職 

田中 正  （座長） 筑波大学名誉教授 

秋田 藤夫 北海道立総合研究機構 地質研究所資源環境部 部長 

板寺 一洋 神奈川県温泉地学研究所 主任研究員 

野田 徹郎 産業技術総合研究所 地圏資源環境研究部門 顧問 

江原 幸雄 九州大学大学院工学研究院 教授 

小林 哲夫 鹿児島大学大学院 理工学研究科 地球環境科学専攻 教授 

交告 尚史 東京大学公共政策大学院 法学・政治学研究科 教授 
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